
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区立立花吾嬬の森小学校 

http://www.sumida.ed.jp/tachiazusho/ 

令和４年 ９月 30日

10 月号／第２０３号 

1３学級 ３５９名 

墨田区立花 1－18－6 

電話：3618－4911 

校長 向井 一郎 

【お願い】  予定は、新型コロナウイルス感染症等の状況により縮小・中止になることがあります。あらかじめご了承ください。

また詳しくは各学年の学年だよりをご覧ください。 

      

     給食費、教材費について 

 

 

 

◎生活目標 規則正しい生活をしよう 

◎保健目標 生活リズムを見直そう 

◎給食目標 時間を守って食べよう 
 

今月の目標！ 

開校 15 周年を前に 
 いよいよ今月末には、本校の開校 15 周年をお祝いする式、また子供たちへの記念品の手渡しが行われます。

その日に向けて、春から様々な準備をしてきました。これまでの学校のあゆみを振り返り、本校がより良い学

び舎になることを決意する日としたいと思います。 

 そんな準備を夏季休業中にも進めていましたが、まだ自分の中で完結していないことがありました。それは

統合前の第一吾嬬小学校の歴史に関わる大事なことでした。 

 それは 8 月のお盆明けの暑い日に、神奈川県から一吾小の卒業生が訪ねてきてくださったことから始まり

ました。今年 89 才になられるその男性は、墨田区中の国民学校が学童疎開を実施した昭和 20 年に 6 年生だ

った方なのです。一吾の子供たちが茨城県の大子町に学童疎開をしたという事実は聞いたことがありました

が、本校の校長として詳細を何も知りませんでした。それだけに当時の最上級生とお話しできたことに感激し

ました。お話をうかがうと、6 年生として同じ宿舎(学寮)に疎開している下級生をまとめ上げ、家族から離れ

て何ヶ月も皆で力を合わせて過ごしていたというのです。さびしい思いもあったけれど、6 年生である自分た

ちが弱音をはいてはいけないと頑張っていたというのです。山にまきを拾いに行ったり、町の人の仕事の手伝

いをしたり､時には地元の銭湯に入ることができて嬉しかったという話も聞き、当時の子供たちのたくましさ

を感じつつ、そんな子供たちを温かく包み込んでくれたという大子町が気になったのです。一吾国民学校の

500 人の子供たちと 15 人の先生が、昭和１９年 7 月から昭和 20 年 6 月に次の秋田での疎開生活に移るまで

の約１年間過ごした大子町がどんな町なのか訪ねてみたくなりました。※大子町内の 7 つの学寮に 346 年生、

一駅離れた隣の宮川村の 3 つの学寮に 5 年生 52 名が疎開していました。 

 夏季休業中にはその機会がもてず、9 月の連休に大子町を訪ねてみることにしました。手掛かりは学校を訪

ねてくださった方が過ごしていた「菊屋旅館」という名前と、大子町での疎開中の一吾の子供たちを写したこ

の写真です。（墨田区の昭和：いき出版より）雪かきをする子供たちの背景に山がうっすらと映っています。

この子たちが見上げた同じ景色をこの目で見てみたいと思ったのです。 

 東京から車で約 3 時間、大子町は久慈川が流れる静かな町でした。近くには日本三大名瀑の一つである袋

田の滝もあります。既に菊屋旅館はなくアパートになっていました。数軒隣にある材木屋さんを訪ねてみまし

た。終戦当時 2 才だったというご主人に、この写真を見ていただきました。「これはあなたの後ろに見えるお

にぎり山だよ。」ふりかえって見てさけんでしまいました。写真の景色が眼前に広がっていたのです。当時子

供たちが通った「だいご小学校」がすぐ近くにあることも教えていただきました。町を見下ろす広い校庭には

樹齢 500 年のケヤキの木がありました。一吾の子供たちもこの景色を眺めながら、家族のもとに帰る日を待

っていたのだと思いました。学校の横にある十二所神社から町に降りる 100 段階段がありました。この階段

には毎年 3 月、1000 体を超すおひな様が飾られます。今度は 3 月に訪ねてみたいと思いました。実は今回の

旅は、その翌日に更に大きなサプライズがありました。素敵な出会いに心が震えました。このことはまた別の

機会に紹介したいと思います。 

                                          

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

26 27 28 29 30 01 02
全校朝会 朝自習

03 04 05 06 07 08 09
放送朝会 学級の時間 朝読書 集会 朝自習

委員会活動

演劇教室

交通安全教室

演劇教室

安全指導 前期終業式

10 11 12 13 14 15 16
学級の時間 朝読書 集会 朝自習

後期始業式 避難訓練 ファミリーeルール講座(2)

移動式プラネタリウム(4)

たちあづ班活動

17 18 19 20 21 22 23
放送朝会 学級の時間 朝読書 集会 朝自習

生活科見学(1)

24 25 26 27 28 29 30
放送朝会 学級の時間 朝読書 集会 朝自習

周年集会 １５周年記念式典

   31

　　　　　　　　　　　　　　　放送朝会

クラブ活動

10月の予定

（予定表内にあるカッコ内の数字は該当学年です。）

雪かきの様子  

 神社に至る参道を、みんなできれいにした時

の写真だと想像しました。大子町、宮川村合わ

せて 10 カ所の学寮がありました。その中の 3 軒

が現在も営業をされていました。 

神社に至る百段階段の上からの町の景色 

 この階段を子供たちが毎日上り下りしたので

しょう。毎年 3 月に左のようにおひな様が飾ら

れます。(コロナのために 3 年間中止になってい

ます。来春の開催を期待しているところです。) 



 

 

 

 

 

 

 

手賀の丘宿泊学習（なのはな） 

 

 社会科見学 ３年生 

 

 

 

９月７日(水)と８日(木)の２日間、なのはな学級の３・４年生は千葉県柏市にある手賀の

丘青少年自然の家に宿泊学習に行きました。夏休み前から事前学習を行い、準備を進めてき

ました。創作活動やプラネタリウムなどの活動の他に、自然の中で虫やカエルなどの様々な

生き物との出会いを楽しみました。学校と宿泊先との移動はもちろん、宿舎では、自分のこ

とは最後まで自分で行いました当日まで、少し不安な気持ちでいた子供たちでしたが、帰っ

てきた時には、皆笑顔で楽しい思い出を振り返り、待っていた下級生達に話をしていました。 

学校生活から 学校行事から 

授業風景～音楽編～ 

１・２年生はキーボードの学習がはじまりました。体を動かしながらドレミについて学んだり、

歌に合わせて演奏をしたりしています。３・４年生は鑑賞の学習に取り組んでいます。図形になっ

た楽譜をなぞりながら音楽を聴いたり、本物の楽器に触れたりして、曲の面白さを感じとったり、

楽器の特徴について学んだりすることができました。５年生は世界の音楽を鑑賞し、興味のある音

楽について調べてカードにまとめる活動をしました。６年生は１０月に行われる立吾小１５周年記

念式典に向けて、合奏の練習を頑張っています。 

◀1 年生 ドレミの体操♪ 

４年生▶  

本物のトランペットに 

触れてみよう 

▲３年生 

音の動きを手で表現.！ 
▼５年生 

世界の音楽を調べたよ！ 

◀６年生 

 違うパートと 

 音を合わせて…！ 

９月２０日（火）に、3 年生は社会科見学へ行き、社会科で学習している工場、そして公

共施設の見学として墨田区役所と皮革技術センターを見学してきました。これまで、コロナ

禍で遠足なども中止が多く、「学年全体で 1 日かけて団体行動で学習する」ということ自体

が初めての経験でしたが、施設の職員さんの話をしっかり聞いて真剣に学習に取り組む姿が

とても立派でした。あいにくの雨で見学の予定が若干変更になりましたが、バスの中からも

墨田区の特徴的な施設や建物を見ることができ、学びの多い一日になりました。 


